
別紙様式（Ⅳ） 

商品名：ナグプラス うるるん肌ドリンク 

健康被害の情報収集体制 

健康被害の情報の対応

窓口部署名等 
焼津水産化学工業株式会社 YSK 働く女性研究所 

  電話番号 0120-791-691 

  ファックス番号 054-629-7662 

  電子メール workingwoman-lab@yskf.co.jp 

  その他 
 

連絡対応日時 

（曜日、時間等） 

月曜日から金曜日（祝祭日を除く） 

8 時 30 分から 17 時 30 分まで 

その他必要な事項 

 

（組織図及び連絡フローチャートを添付すること） 



別紙様式（Ⅵ）-２ 

商品名：ナグプラス うるるん肌ドリンク 

届出食品に関する表示の内容 

※内容量等により表示事項が異なる場合、その内容を全て記入する。 

（表示見本を添付すること） 

科学的根拠を有する機能

性関与成分名及び当該成

分又は当該成分を含有す

る食品が有する機能性 

本品には N-アセチルグルコサミンが含まれま

す。N-アセチルグルコサミンは、肌が乾燥しが

ちな方の肌のうるおいに役立つことが報告さ

れています。 

一日当たりの摂取目安量 1 本（※摂取の方法とともに表示） 

一日当たりの摂取目安量

当たりの機能性関与成分

の含有量 

機能性関与成分名： N-アセチルグルコサミン 

含有量：1,000 mg 

保存の方法 
直射日光・高温多湿の場所を避けて保存してく

ださい。 

摂取の方法 
1 日 1 本を目安に、よく振ってからお召し上が

りください。 

摂取する上での注意事項 

原材料をご参照の上、食物アレルギーのある方

はお召し上がりにならないでください。本品は

多量摂取により疾病が治癒したり、より健康が

増進するものではありません。 

調理又は保存の方法に関

し特に注意を必要とする

もにあっては当該注意事

項 

無 



M O I S T  S K I N  D R I N K





別紙様式（Ⅶ）-１ 

  

 

商品名：ナグプラス うるるん肌ドリンク 

食品関連事業者に関する基本情報 

 

 

届出者の氏名 

（法人にあっては名称及

び代表者） 

焼津水産化学工業株式会社 

代表取締役 山本 和広 

届出者の住所 

（法人にあっては主たる

事務所所在地） 

静岡県焼津市小川新町 5丁目 8-13 

製造者の氏名（製造所又は

加工所の名称）及び所在地 

※複数ある場合、全てを記

載 

大同薬品工業株式会社 

奈良県葛城市新村 214-1 

消費者対応部局（お客様相

談室等）の連絡先 

（電話番号等） 

0120-791-691 

情報開示するウェブサイ

トのＵＲＬ 
http://www.yskf.jp/josei/nag_item.html 

届出事項及び開示情報に

ついての問合せ担当部局 

部 局：IR・広報室 

電 話：054-202-6030 



別紙様式（Ⅶ）-２ 
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届出食品に関する基本情報 

 

 

商品名 ナグプラス うるるん肌ドリンク 

名称 清涼飲料水 

食品の区分 
☑加工食品（☑サプリメント形状、☐その他）、 

☐生鮮食品 

錠剤、粉末剤、液剤で

あって、その他加工食

品として扱う場合は

その理由 

 

当該製品が想定する

主な対象者（疾病に罹

患している者、妊産婦

（妊娠を計画してい

る者を含む。）及び授

乳婦を除く。） 

肌の乾燥の自覚症状のある、基礎疾患のない成人男

女 

健康増進法施行規則

第 11 条第２項で定め

る栄養素の過剰な摂

取につながらないと

する理由 

原材料として、脂質及び食塩を使用していないた

め。単糖、二糖については、関与成分である N-ア

セチルグルコサミン以外含まず、当該成分の配合量

は 1本 30ml あたり 1,000mg であるため。 

販売開始予定日 平成 27 年 9 月 1 日 
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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 ナグプラス うるるん肌ドリンク 

機能性関与成分名 N-アセチルグルコサミン 

表示しようとする

機能性 

本品には N-アセチルグルコサミンが含まれます。N-アセ

チルグルコサミンは、肌が乾燥しがちな方の肌のうるお

いに役立つことが報告されています。 

 

２．作用機序 

放射標識された N-アセチルグルコサミンをラットに経口投与するとその多くは

速やかに吸収され、168時間後においても全ては排泄されなかった1。よって、

投与量の約 20％が生体組織に広く移行したものと考えられた。その一部は結合

組織や軟骨組織、皮膚組織等において検出され、経口投与された N-アセチルグ

ルコサミンがグリコサミノグリカンの生合成に関わっていることが推察された。

また、ヒト表皮細胞の培地に N-アセチルグルコサミンを添加し 2 日間培養し、

有意なヒアルロン酸産生促進効果があったことを作用らが報告している2。 

 一方、マグネシウムが欠乏した特殊飼料を給餌した雄性 Hos:HR-1マウスに

対し、N-アセチルグルコサミンを 1日 1回強制給餌し、皮膚水分量と皮膚中代

謝物質を測定した研究が報告されている。4週間の投与の結果皮膚水分量は有意

に増加したが、対照群では変化がみられなかった。この時、セリンなど天然保

湿因子とされるアミノ酸は NAG群では対照に比べ有意差がみられた3。 

 以上より、経口摂取した N-アセチルグルコサミンの摂取は、皮膚においてグ

リコサミノグリカンやセリンといった保湿に関係する分子を増加させることに

より、皮膚水分量を増加させ皮膚の保湿に有用であるものと考察された。 

 

                                                   
1庄子明徳, 伊賀達也ら: キチン・キトサン研究 5: 34-42 (1999) 
2 Sayo T. et al.: Skin. Pharmacol. Physiol. 17(2), 77-83 (2004) 
3 久保村ら: 日本水産学会秋季大会講演要旨集 (2013) 
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